




A Study on Peer Relationships among People with Breast Cancer: 








が 30 代～60 代と比較的若いこと、他のがんと比較して治癒率が高いこと、再発のリ












































































調査は 2014 年 8 月～10 月に乳がんの経験を持つ女性 8 名を対象にインタビューを











して医師 1 名、看護師 1 名、医療用カツラの販売や患者支援事業を行う 1 名にも話を
聞いた。
本稿では調査で得た語りの中から「同病者同士の関係」について 8 つの語りを抜粋











もう 1 つは病院や患者団体が開催する患者会や講座である。B さんは病院が開催し
た乳がん患者向けの体操プログラムに参加したことで同病者と出会った。C さんは病





































































































































年間で 3 人に 1 人が再発をするとされている。術後 5 年間は 3 ヶ月～6 ヶ月に一度、




















































































（1） 2006 年に制定された法律。国民の 2 人に 1 人ががんにかかり、3 人に 1 人ががんで亡くな
— 110 —
る現状を踏まえ、がん克服を目指して、がん対策を定めた。
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